
－ 171 －

論文‐Article

地質調査研究報告, 第 61 巻, 第 5/6 号, p.171-193, 2010

1地質情報研究部門（AIST, Geological Survey of Japan, Institute of Geology and Geoinformation）
* Corresponding autor: K. KUBO, Central 7, 1-1-1 Higashi, Tsukuba, Ibaraki 305-8567, Japan. 

要　旨

　北部北上山地の中生代堆積岩類分布域には，前期白
亜紀の深成岩体が多数点在している．それらは NNW-
SSE方向に配列する 3列の岩体群を構成している．
　1/5万地質図幅「陸中関」地域内には，西側の列に属
する平庭岩体，中央の列に属する天神森岩体・小国岩体・
沼袋岩体，東側の列に属する川口岩体が分布する．また，
本地域東縁部には太平洋岸に沿って点在する大規模火
成岩体の一つである滝の沢岩体の一部が分布する．
　これらの岩体は列毎に固有の特徴を有する．西列の
岩体は斑れい岩から花崗閃緑岩まで岩相変化に富む累
帯深成岩体である．斑れい岩は比較的カリ長石に富み，
石英閃緑岩から花崗閃緑岩へと至る分化はモンゾニ岩
寄りのトレンドを示し，トーナル岩質岩相に乏しい．
中央列の岩体は主としてトーナル岩からなり，少量の
閃緑岩～斑れい岩を伴う．東列の岩体は斑れい岩・花
崗閃緑岩などから成り，苦鉄質岩相に富み高い岩石帯

滋率が特徴である．
　本地域内の貫入岩類としては，その他に，前期白亜
紀深成岩類より以前に貫入した斑れい岩類と新第三紀
に活動した安山岩質貫入岩類とがそれぞれごく少量で
あるが存在している．

1. まえがき

　北部北上山地には，いわゆる北上花崗岩類の名で総
称されている前期白亜紀の深成岩類が広範に分布して
いる（第 1図）（吉井・片田，1974；鎌田ほか，1990
など）．そのうち太平洋岸沿いには，階

はし

上
かみ

岩体・田野畑
岩体などの比較的大規模で珪長質の岩体が，少量の火
砕岩類を伴って分布している．これらの大規模火成岩
体に東縁を画されるようにして，その西方内陸側には
中生代堆積岩類が広く発達している．この中生代堆積
岩類分布域には，径数 kmから 10数 kmの比較的苦鉄
質の深成岩体が多数点在している．
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　それらの岩体は，堆積岩類の主要な構造方向である
NNW-SSE方向に調和的に配列する 3列の岩体群を構
成している．
　西側の列に属する岩体は平庭岩体・突
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岩体などである．主として石英閃緑岩及び花崗閃
緑岩からなり，斑れい岩を伴う．
　中央の列を構成する岩体は大久保岩体・沼袋岩体・
小
お

国
ぐに

岩体・天神森岩体などである．主としてトーナル
岩～花崗閃緑岩からなり，少量の斑れい岩を伴う事が
多い．
　東側の列はノソウケ峠岩体・川口岩体などからなる．
花崗閃緑岩～斑れい岩質の岩体で，苦鉄質の岩相に富
む．中生代堆積岩類分布域の東縁に位置し，太平洋岸
沿いの大規模火成岩体によってその一部を切られてい
る．
　中生代堆積岩類分布域に点在するこれらの深成岩体
の岩石学的実態についてはこれまであまり知られてな
かったが，近年 1/20万及び 1/5万地質図幅の研究など
により，幾つかの岩体についてその詳細が明らかになっ
てきた．
　本地域内の貫入岩類としては，前期白亜紀深成岩類
に加えてそれより以前に貫入した斑れい岩類と，新第
三紀に活動した安山岩質貫入岩類とがそれぞれごく少
量ではあるが存在している．
　本稿では，1/5万地質図幅「陸中関」地域内に分布す
る全ての貫入岩類について，その産状と岩石学的特徴
を記述し，あわせて北部北上山地の深成活動の特徴な
どについて考察する．

2. 北上花崗岩類の岩体区分と，本地域の研究史

　北上山地の深成岩類については，それまでの知見を
元に渡辺（1950）によって全体の概略が報告され，更
に石井ほか（1956）によって，その分布や岩相変化の
とりまとめが行われた．その後，個々の深成岩体につ
いての野外調査研究が進み，また，化学組成や，放射
年代・同位体比・岩石帯磁率などについての研究が精
力的に行われた（Kawano and Ueda, 1965；金谷・石原，
1973；Kuroda et al., 1974；Ishihara, 1977；柴田・石原，
1977；Kubo, 1977a；Sasaki and Ishihara, 1979；片田・
金谷，1980；など）．また，北上花崗岩類全体の細か
な分類が試みられた（片田ほか，1971；地質調査所，
1974など）．片田ほか（1971）は，北上花崗岩類をそ
の分布と岩石学的特徴に基づいてⅠ～Ⅵ帯に区分し，
その各々の詳細な記述を行った．この分類はその後若
干の修正はあるものの，今日までおおむね踏襲されて
いる（Kubo, 1977b；蟹沢・片田，1988；Tsuchiya and 
Kanisawa, 1994など）．ちなみに本地域の北上花崗岩類

第 1図 北部北上山地の北上花崗岩類分布図
1： 前期白亜紀の主として花崗閃緑岩～花崗岩からなる
岩体．吉井・片田（1974）の分類によるⅠ・Ⅱ帯に
ほぼ相当．

2： 前期白亜紀の主として斑れい岩・トーナル岩・石英
閃緑岩・花崗閃緑岩からなり，比較的苦鉄質岩相に
富む岩体．吉井・片田（1974）のⅡ帯の一部と，Ⅲ・
Ⅳ帯にほぼ相当．

3： 前期白亜紀の主として花崗閃緑岩～花崗岩からなる
岩体．吉井・片田（1974）のⅤ帯に相当．

4：北部北上帯の先白亜紀堆積岩類と白亜紀火山岩類
5：南部北上帯の先白亜紀堆積岩類

破線の四角枠は 1/5万「陸中関」地域を示す

Fig. 1 Geological sketch map of the Kitakami Granites, 
northern Kitakami mountains

1:  Early Cretaceous plutonic masses, consisting mainly of 
granodiorite to granite. They are almost corresponding to the 
masses in the Zones I and II of Yoshii and Katada (1974).

2:  Early Cretaceous plutonic masses, consisting mainly of 
gabbro, tonalite, quartz diorite or granodiorite, and relatively 
enriched in mafic rock-facies. They are almost corresponding 
to the masses in the Zones II, III and IV of Yoshii and 
Katada (1974).  

3:  Early Cretaceous plutonic masses, consisting mainly of 
granodiorite to granite. They are corresponding to the masses 
in the Zone V of Yoshii and Katada (1974).  

4:  Pre-Cretaceous sedimentary rocks and Cretaceous volcanic 
rocks in North Kitakami belt.

5: Pre-Cretaceous sedimentary rocks in South Kitakami belt.
 The area shown by the broken line indicates the 1/50,000 
Rikuchuseki District.



第 2図 1/5万「陸中関」地域の貫入岩類
1：角閃石安山岩岩脈及び凝灰角礫岩　　2：滝の沢岩体（黒雲母角閃石花崗閃緑岩・黒雲母花崗岩など）　　3：川口岩体（角閃石斑れい岩・かんらん石輝石斑れい岩など）　　4：沼袋岩体（黒雲母角閃石トーナル岩・角閃石閃緑岩など）
5～ 6：小国岩体（5：角閃石黒雲母トーナル岩，6：角閃石斑れい岩）　　7～ 9：天神森岩体（7：角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩，8：黒雲母角閃石トーナル岩，9：角閃石斑れい岩・単斜輝石角閃石斑れい岩など）
10～ 13：平庭岩体（10：黒雲母角閃石花崗閃緑岩，11：黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩，12：かんらん石含有角閃石石英閃緑岩・角閃石石英閃緑岩など，13：かんらん石含有斜方輝石単斜輝石斑れい岩・角閃石斑れい岩・角閃石閃緑岩など）
14：長内川流域の斑れい岩体（角閃石斑れい岩・単斜輝石斑れい岩など）　　15：鉱物の定向配列による面構造

Fig. 2 Intrusive rocks in the 1/50,000 Rikuchuseki District
1 : Hornblende andesite dike and tuff breccia　　2 : Takinosawa mass ( Bt-hb granodiorite, bt granite and others)　　3 : Kawaguchi mass ( Hb gabbro, ol-px gabbro and others)　　4 : Numabukuro mass ( Bt-hb tonalite, hb diorite and others)
5 to 6 : Oguni mass ( 5 : Hb-bt tonalite,  6 : Hb gabbro)　　7 to 9 : Tenjinmori mass ( 7 : Hb-bearing bt granodiorite, 8 : Bt-hb tonalite, 9 : Hb gabbro, cpx-hb gabbro and others)
10 to 13 : Hiraniwa mass ( 10 : Bt-hb granodiorite, 11 : Bt-bearing hb granodiorite, 12 : Ol-bearing hb quartz diorite,  hb quartz diorite and others, 13 : Ol-bearing opx-cpx gabbro, hb gabbro, hb diorite and others )
14 : Gabbroic masses occurring along the Osanaigawa River ( Hb gabbro, cpx gabbro and others)　　15 : Strike and dip of mineral foliation  

(abbreviations, common in all figures)　bt : biotite,  hb : hornblende,  ol : olivine,  px : pyroxene,  cpx : clinopyroxene,  opx : orthopyroxene
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は，地域西縁境界付近に位置する岩体及び中央部の岩
体のうち苦鉄質岩相が片田ほか（1971）のⅢ帯に，そ
れ以外の岩体・岩相がⅡ帯に位置づけられている．
　1/5万地質図幅「陸中関」地域及びその周辺地域の深
成岩類については，杉本（1974）の精密な地質図により，
各岩体の詳細な分布範囲が示された．その後，1/20万
地質図幅「八戸」（鎌田ほか，1990）の作成の際の地
質調査によって，各岩体の岩相変化や分布がより正確
に把握された（久保，未公表データ）．
　本地域内の深成岩類の岩石学的研究としては，三木 
（1985）による平庭岩体の研究があり，比較的詳細な
岩石記載と岩相分布図が示されている．また，本地域
東縁部にその極く一部が分布する川口岩体については，
田野畑岩体についての研究（石井ほか，1955；加藤，
1977；林，1986）のなかで簡単ではあるが記述されて
いる．
　本地域内には北上花崗岩類より後に活動した貫入岩
類がわずかではあるが見出される．久保（1987）は平
庭岩体を貫く凝灰角礫岩と安山岩の岩脈を見出し，普
通角閃石の K-Ar年代測定値からそれらが中新世中期の
貫入であることを明らかにした．

3. 地質概説

　1/5万地質図幅「陸中関」地域には，主としてチャー
ト・砂岩泥岩互層・石灰岩・火山砕屑岩などから成るジュ
ラ紀の付加体堆積岩層と，それを貫く前期白亜紀深成
岩類が分布している（第 2図）．また，前期白亜紀深成
岩類より前に貫入し，変成を被った斑れい岩体が少数
分布する．またその他に，北部北上山地の中生代堆積
岩類分布域の西縁～北縁に分布する新第三紀火山岩類
とほぼ同時期に活動した安山岩質の岩脈と凝灰角礫岩
の小貫入体が，本地域北部にごくわずかながら見出さ
れる．
　ジュラ紀堆積岩類には，NNW-SSE方向を軸とする褶
曲構造が全域に渡って発達している．本地域内西縁近
くにシンフォームの軸部が，その東方 10kmにはアン
チフォームの軸部が位置し，共に南に緩くプランジし
ている．
　前述の通り，本地域及びその周辺地域の北上花崗岩
類は NNW-SSE方向に配列する 3列の岩体群を構成し
ている．本地域内には，西側の列に属する平庭岩体，
中央の列に属する天神森岩体・小国岩体・沼袋岩体，
東側の列に属する川口岩体が分布する．また，本地域
東縁部には前述の太平洋岸寄りの大規模火成岩体群の
西縁部を構成する滝の沢岩体の一部が分布する．

　これらの岩体は列毎に特徴が異なり，またその配列
は母岩の構造にほぼ調和的である．したがって当地域
の白亜紀深成活動と中生代堆積岩類の造構運動との間
には密接な関係が推測される．
　各深成岩体の周辺数 100mから数 kmの範囲の堆積
岩類には接触変成作用が認められ，ホルンフェルス化
している．泥質岩には菫青石及び黒雲母が，苦鉄質火
砕岩中には淡緑色角閃石・黒雲母・ゾイサイトなどが
晶出している．なお，本地域では接触変成作用の原因
となる深成岩体は比較的小規模で域内に広範囲に分散
しており，また堆積岩類，特に泥質岩はその分布が小
規模で連続性に乏しいため，接触変成作用の範囲を地
質図上に明示する事は困難である．

4. 前期白亜紀貫入岩類

4.1　平庭岩体及び突紫森岩体*
　平庭岩体は，葛巻町の約 8km東方で北から南に明神
岳・平庭岳・遠別岳・安家森の順にピークを連ねてほ
ぼ南北に伸びる山稜に沿って，その西側の山腹斜面に
細長く分布する深成岩体である（第 2図）．岩体は南北
に長く，その中央付近で西方に突き出した「く」の字
型の分布を示す．また，本岩体のサテライト岩体として，
岩体周辺の堆積岩中に数 100m規模の小岩体数個と厚
さ数 mの岩脈多数が分布する．
　突紫森岩体は，平庭岩体の南端から約 2km南の地点
から，南東方向に 4kmに渡って分布する深成岩体であ
る．平庭岩体と突紫森岩体はジュラ紀付加帯堆積物の
シンフォーム西翼の軸部近くに位置し，その分布は母
岩の構造にほぼ調和的である．両岩体は構成する岩相
が共通しており，その産状なども似ているので，同一
マグマからのほぼ同時期の産物と考えられる．
　平庭岩体の K-Ar年代値として，117Ma（Kawano and 
Ueda，1965）が報告されている．これは岩体北半部に
分布する黒雲母角閃石花崗閃緑岩中の黒雲母の年代値
である．平庭岩体と突紫森岩体の岩相分布図を第 3図
に，主要岩相のモードを第 4図に示す．

4.1.1　細～中粒角閃石斑れい岩及び細粒角閃石閃緑岩
分布及び産状
　本岩は，主に岩体南半部において，角閃石石英閃緑
岩中の大小の包有岩として随所に見出される．また岩
体周辺の堆積岩中に小岩脈として多数分布する．
岩相
　長径が 5mm未満の普通角閃石と斜長石を主成分と
する優黒質の苦鉄質岩で，鉱物の弱い定向配列が認め

* 突紫森岩体は「陸中関」図幅地域外であるが，平庭岩体と岩相が共通しており，成因的にも密接な関係が推定されるので，
併せて記載する．
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第 3図 平庭岩体・突紫森岩体の岩相区分図
 M：明神岳，H：平庭岳，T : 遠別岳，A：安家森，Tu：突紫森

Fig. 3 Geological map of the Hiraniwa and Tsukushimori masses
 M：Myojindake,  H：Hiraniwadake,  T：Tobetsudake,  A：Akkamori,  Tu：Tsukushimori
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られる事が多い．それらの構成鉱物種やその量比には
かなり変化があるが，ここでは優黒質の細～中粒岩は
全て本岩相として一括した．なお，本岩のうち岩脈を
構成するものは細粒斑状の場合が多い．細～中粒角閃
石斑れい岩の岩石帯磁率は粗粒角閃石斑れい岩の場合
と同様に高い部分と低い部分とがあり，各々 20×10-3 
SIU前後と 0.5～5×10-3 SIUの値を示す．一方，小岩
脈として産する事が多い細粒角閃石閃緑岩の場合は 0.5
×10-3 SIU 以下である．

岩石記載　細～中粒角閃石斑れい岩
　主成分鉱物：普通角閃石・単斜輝石・斜長石・不透
明鉱物
　副成分及び二次鉱物：石英・カリ長石・黒雲母・燐灰石・
淡緑～無色角閃石・緑泥石・緑れん石
　細粒岩の場合，普通角閃石は長径 0.5mm以下の半

自形の短柱状である．緑褐色（Z軸色，以下同様）で，
周縁部で淡緑色に移化する．比較的大型の粒子は淡緑
～無色角閃石に交代されている事が多い．斜長石は長
径 0.5mm以下の半自形で高 An 組成のコアと正累帯す
るリムからなる．コアはソーシュライト化しているこ
とが多い．石英とカリ長石は他形でごく微量である．
2mm前後の半自形単斜輝石が少量認められることがあ
る．
　中粒岩の場合，普通角閃石は長径 2～3mm，まれに
5mmに及び，半自形で，縦横比 4～5：1の細長いもの
が多い．褐緑色で，周縁部で淡緑色に移化する．レリッ
ク状の単斜輝石や多数の細粒斜長石を包有することが
ある．斜長石は半自形で，長径 0.2mm以下から 4mm
に及ぶものまで共存する．縦横比 3～4：1の細長いも
のが多く，反復累帯構造が顕著である．石英とカリ長
石は他形で量は少なく，特にカリ長石は全く含まれな

第 4図 花崗岩類のモード組成　　Pl-Q-Kf図
　A：平庭岩体（1～5）・突紫森岩体（6，7）
 1：黒雲母角閃石花崗閃緑岩，2：黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑岩，3：角閃石石英閃緑岩，
 4：輝石角閃石石英閃緑岩，5：かんらん石含有輝石角閃石石英閃緑岩， 6：黒雲母角閃石花崗閃緑岩，7：角閃石石英

閃緑岩
　B：その他の岩体
 1：天神森岩体，2：小国岩体，3：沼袋岩体，4：滝の沢岩体

Fig. 4 Modal compositions of granitic rocks       Pl-Q-Kf diagram
　A : Hiraniwa mass (1 to 5 ) and Tsukushimori mass ( 6 and 7) 
 1 : Bt-hb granodiorite,  2 : Bt-bearing hb granodiorite to quartz diorite,  3 : Hb quartz diorite,  4 : Px-hb quartz diorite,
 5 : Ol-bearing px-hb quartz diorite,  6 : Bt-hb granodiorite,  7 : Hb quartz diorite 
　B : Other masses 
 1 : Tenjinmori mass,  2 : Oguni mass,  3 : Numabukuro mass,  4 : Takinosawa mass
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い事もある．
　不透明鉱物は磁鉄鉱で，細粒の丸味を帯びた粒子と
してごく少量含まれるが，中粒岩の場合，普通角閃石
中及びその粒間に径 1mmに及ぶ丸味を帯びた粒子とし
て，多数認められることがある．赤鉄鉱のラメラを有
することがある．

4.1.2　粗粒角閃石斑れい岩 　　　　　　　
分布
　本岩は，平庭岩体南半部の中央付近と，平庭岩体南
端南東方の 2つの小岩体中及び突紫森岩体中に分布す
る．
岩相及び産状
　本岩は粗粒自－半自形の普通角閃石の粒間を細粒の斜
長石・普通角閃石などが埋める，優黒質の均質岩である．
粗粒角閃石は相互に相接する程度に密集している（第
Ⅰ図版 1）．まれにではあるが，斜長石をほとんど含ま
ず粗粒角閃石のみから成る角閃石岩というべき部分も
認められる．
　平庭岩体南半部中央付近では，角閃石石英閃緑岩に
とり囲まれた複数の岩塊として分布する．それらは角
閃石石英閃緑岩及び輝石角閃石石英閃緑岩からなるな
だらかな山腹斜面に，径 10m前後の岩塊として数 m突
出している．また径 1m以下の小規模なゼノリス状岩
塊として岩体の随所に分布する．
　本岩は角閃石石英閃緑岩及び輝石角閃石石英閃緑岩
によって貫入もしくは包有されているが，再結晶作用
を被ってはいない．その境界付近では，粗粒角閃石斑
れい岩を構成する普通角閃石や斜長石の粗粒結晶の自
形状の外形に沿って，石英閃緑岩中の普通角閃石や斜
長石が調和的に配列する流理構造が認められる（第Ⅰ
図版 2）．それらの産状や熱による再結晶組織の欠如は，
粗粒角閃石斑れい岩の少なくともある部分は角閃石石
英閃緑岩や輝石角閃石石英閃緑岩に取り込まれた際，
晶出時の高温状態からそれ程冷却していなかったこと
を示している．
　また，本岩は細～中粒角閃石斑れい岩を貫き，それ
らに熱変成作用を及ぼしていることがあるが，熱変成
による再結晶組織は普遍的ではない．この事は細～中
粒角閃石斑れい岩が粗粒角閃石斑れい岩に先行して堆
積岩中に貫入し比較的迅速に固結したことの反映と考
えられる．
　粗粒角閃石斑れい岩のなかには，長径 1cmを越える
粗粒でほぼ自形の普通角閃石と斜長石からなる，斑れ
い岩質ペグマタイト に相当する部分も認められる．
　岩石帯磁率は一般に 15～30×10-3 SIUであるが，0.5
～5×10-3 SIUの低い値を示す部分も認められる．また，
ペグマタイト質の部分は 40～50×10-3 SIUと高い値を
示す．

　平庭岩体南端から南東へ 1kmの尾根頂部（標高
1,222m）の南西方及び南東方の斜面に各々分布する 2
小岩体（本地域に南接する「門」地域内）のうち，西
側の岩体は主として粗粒角閃石斑れい岩からなる．ま
た，東側の岩体は主として黒雲母含有角閃石花崗閃緑
岩と輝石角閃石石英閃緑岩からなり，少量の粗粒角閃
石斑れい岩を伴う．
　突紫森岩体では，粗粒角閃石斑れい岩は岩体北端部
に分布する角閃石石英閃緑岩中のゼノリス状小岩塊と
して産する．岩石帯磁率は 3～10×10-3 SIUである．
　上記の 2小岩体及び突紫森岩体中の粗粒角閃石斑れ
い岩は単斜輝石に加えてかんらん石と斜方輝石を有し，
平庭岩体本体中のものよりも苦鉄質である．

岩石記載　粗粒角閃石斑れい岩 
　主成分鉱物：普通角閃石・単斜輝石・斜長石・カリ長石・
石英
　副成分及び二次鉱物：かんらん石・斜方輝石・黒雲母・
不透明鉱物・燐灰石・スフェン・緑泥石・緑れん石
　鏡下では，粗粒自－半自形の普通角閃石粒間に細粒半
自形の普通角閃石・単斜輝石が分布し，それらの粒間
を細粒半自－他形の斜長石と少量の石英・カリ長石が埋
めるという，やや斑状の組織を示す．粗粒普通角閃石
は自－半自形，径 3～10mmで，結晶の中央部は緑褐色
でほぼ均質である．周縁部で褐緑色に移化し，更に最
外縁部で淡緑色となる．淡緑色部の幅は狭く，内側の
褐緑色部との境界はシャープである．最外縁部を除い
て，結晶の内部には 1mm以下の単斜輝石と斜長石が
多数包有されている．単斜輝石は半自－他形粒状もしく
はレリック状で，粒径は 1mm以下から 5mm前後まで
様々である．単斜輝石中に他の結晶は包有されていな
い．斜長石は自－半自形で，自形結晶の多くは長径0.5mm
以下である．普通角閃石中には，かんらん石と斜方輝
石及びごく少量の不透明鉱物が包有されていることが
ある．かんらん石は 1～4mmの他形粒状もしくはレリッ
ク状で，しばしばイディングス石化している．斜方輝
石は半自－他形粒状で，そのほとんどは 2mm以下で
ある．顕著な多色性を示す．粗粒普通角閃石粒間には
1mm以下の普通角閃石・単斜輝石・斜長石・石英・カ
リ長石が認められる．この場合，普通角閃石は自－半自
形，褐緑色で周縁部は淡緑色である．レリック状の単
斜輝石を包有する事がある．単斜輝石は半自形で，単
独粒子としての産出はかんらん石含有岩相に限られる
ようである．斜長石は自－半自形で，An組成の高いコ
アと An組成が低く正累帯するリムとからなる．ソー
シュライト化していることが多い．石英とカリ長石は
他形で，かんらん石含有岩相中にも少なからず認めら
れる．不透明鉱物は細粒の丸味を帯びた粒子としてご
く少量が普通角閃石中に認められる．磁鉄鉱で，部分



－ 177 －

北部北上山地，「陸中関」地域の貫入岩類（久保）

的に赤鉄鉱に交代されている．突紫森岩体中のものは，
不透明鉱物として磁鉄鉱と黄鉄鉱が認められ，磁鉄鉱
中にはまれにチタン鉄鉱のラメラが見出される．

4.1.3　輝石角閃石石英閃緑岩
分布
　平庭岩体の北端縁辺部及び岩体南半部に分布する．
岩体南西方では堆積岩中の岩脈としても認められる．
岩相及び産状
　本岩は斜長石を多数内包するポイキリティックな普
通角閃石で特徴づけられる，中～やや細粒の均質岩で
ある（第Ⅰ図版 3）．岩体周辺部及び岩脈を構成するも
のはより細粒で優黒質である．細粒角閃石斑れい岩に
貫入し，その境界部に熱変成による再結晶組織を生じ
させている．またそれらをとりこんで不均質な様相を
呈することが多い．普通角閃石中にはしばしば単斜輝
石が包有されており，またまれにかんらん石や斜方輝
石が認められる．なお，本岩中の輝石の含有量はモー
ド比で 2％以下であるが，角閃石石英閃緑岩岩相と表
記上区別するために，岩相名として輝石角閃石石英閃
緑岩を用いた．岩石帯磁率は一般に 23～50×10-3 SIU
であるが，部分的に 15×10-3 SIU前後の値を示す地域
も認められる．

岩石記載　輝石角閃石石英閃緑岩
　主成分鉱物：普通角閃石・斜長石・カリ長石・石英・
不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：かんらん石・単斜輝石・斜方
輝石・黒雲母・燐灰石・スフェン・緑れん石・褐れん石・
緑泥石
　斜長石は長径 1～3mm，自－半自形で，高 An組成の
コアと正累帯するやや幅広いリムからなる．カリ長石
と石英は他形で，他結晶粒間で 1～3mmにわたって連
続する事が多い．普通角閃石は半自形で，縦横比 2～3：
1の短柱状である．緑褐色で，周縁部は褐緑色に移化
する．細粒で自形性の強い斜長石を多数包有してポイ
キリティック組織を示す事が多い．黒雲母は他形で産
出はごくまれである．単斜輝石は普通角閃石中にレリッ
ク状に包有されることが多いが，径 1～2mmの半自形
単独粒子としても認められる．不透明鉱物は径 0.2mm
以下の丸味を帯びた粒状の磁鉄鉱で，普通角閃石中に
存在する．内部に赤鉄鉱のラメラが認められ，まれに
チタン鉄鉱を相伴う．スフェンは斜長石粒間で他形を
なし，しばしば集中的な分布を示す．本岩相のかんら
ん石と斜方輝石は，後述のように平庭岩体のサテライ
ト岩体中に認められ，主岩体からは見出されていない．
　本岩相のうち，平庭岩体南端の南方の尾根付近の小
岩体を構成する部分（本地域南隣「門」地域内）には，
より細粒で次項で述べる角閃石石英閃緑岩との中間的

な様相を呈する岩石が分布する．この石英閃緑岩中に
は部分的に少量のかんらん石と斜方輝石が認められる．
かんらん石含有部は比較的優黒質で，輝石やかんらん
石を内包する最大径が 1cmに及ぶ集斑状の普通角閃石
が径 3mm 以下の普通角閃石中に少量散在する特徴ある
外観を呈する．風化面上でかんらん石が角閃石で縁取
られる黄褐色の斑点状をなすことから，肉眼でも容易
に識別できる．
　かんらん石含有石英閃緑岩中のかんらん石は長径 1
～5mmで半自形ないしはレリック状をなし，その周囲
は長径 1mm前後の多数の半自形普通角閃石で縁取られ
ている（第Ⅱ図版 1）．かんらん石は普通角閃石中に単
独で存在することが多いが，細粒の単斜輝石や斜方輝
石を相伴うこともある．かんらん石は周縁部や全体が
イディングス石化していることが多く，その場合は周
囲に相伴う輝石も無色角閃石・緑泥石・不透明鉱物な
どからなる細粒集合体に交代されていることが多いが，
それらを包有する普通角閃石には晶出後の交代作用な
どの二次的変化は認められない．
　なお．かんらん石と他結晶粒間で他形をなす石英と
の間には常に普通角閃石もしくは輝石が介在し，両者
が直接接することは無い．この事は，かんらん石は早
期晶出相で，石英晶出段階のマグマ中では石英と安定
に共存し得なかったことを示している．このかんらん
石は，石英閃緑岩組成のマグマが現位置に移動する過
程で捕獲した早期晶出岩相由来の外来結晶と推定され
る．
　単斜輝石は半自形ないしはレリック状で周囲を普通
角閃石で縁取られることが多い．明瞭な反復累帯構造
が認められる．径 4mm前後のかんらん石と単斜輝石数
個が集合して径 1cmに及ぶ集斑状粒子を構成する事が
ある．この集斑状粒子もまた多数の普通角閃石によっ
て縁取られている．斜方輝石はかんらん石に相伴って
その周辺に少量認められる．石英とカリ長石の産状は
かんらん石を含まない場合と比べて明瞭な差は認めら
れないが，その量比はやや増加する傾向がある．本岩
はモード組成上はモンゾ石英閃緑岩の領域に入り（第
4図），岩石帯磁率は 25×10-3 SIU前後である．

4.1.4　角閃石石英閃緑岩
分布
　平庭岩体南半部の岩体中央部に分布する．また，突
紫森岩体北端部にも少量分布する．
岩相及び産状
　細長い自形性の強い普通角閃石を特徴的に含む，や
や細粒の岩石である（第Ⅱ図版 2）．輝石角閃石石英閃
緑岩の場合と同様に，普通角閃石は内部に細粒の斜長
石を多数包有している事が多い．輝石角閃石石英閃緑
岩及び細粒角閃石斑れい岩に貫入し，再結晶組織を生
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じさせている．またそれらをとりこんで不均質な様相
を呈することが多い．岩石帯磁率は平庭岩体で 20～40
×10-3 SIU，突紫森岩体では 10×10-3 SIU 以下の値を示
す．

岩石記載　角閃石石英閃緑岩
　主成分鉱物：普通角閃石・斜長石・カリ長石・石英・
不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：黒雲母・単斜輝石・燐灰石・
スフェン・緑泥石・緑れん石
　斜長石は長径 1～2mm，自－半自形で，反復累帯する
高 An組成のコアを有するものが多い．カリ長石と石
英は他形で，量は少ない．石英は波動消光が顕著である．
黒雲母は他形で産出はまれである．普通角閃石は褐緑
色で，褐色の勝るコアとやや緑色が勝るリムが識別さ
れる．突紫森岩体北端部に分布する本岩相中の普通角
閃石には，緑褐色のコア部に明瞭な反復累帯構造が発
達している．また，この累帯構造と調和的に微細なダ
ストからなるリング状の構造が認められる．自－半自形
で長径 1～4mm，縦横比 4～5：1の細長いものが多い．
粗粒結晶はしばしば内部に細粒の斜長石を複数包有す
る．単斜輝石は普通角閃石中のレリックもしくは周り
を普通角閃石に取り囲まれた粒状結晶としてまれに見
出される．不透明鉱物は径 0.2mm以下の半自－他形粒
状をなす磁鉄鉱で，普通角閃石の内部もしくはその外
縁に接して産する．内部に赤鉄鉱のラメラが見出され
る．

4.1.5　黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑岩
分布
平庭岩体北半部に広く分布する．
岩相及び産状
　自形性の強い，細長い普通角閃石の定向配列するや
や細粒の優白質岩で，少量の黒雲母を含む．角閃石石
英閃緑岩に貫入し，細粒角閃石斑れい岩のゼノリスを
有する．平庭岩体南半部に分布する角閃石石英閃緑岩
と外観は非常によく似ているが，本岩はより優白質で
黒雲母の含有が明瞭である点が異なり，角閃石石英閃
緑岩岩相のより分化したものに相当する．岩石帯磁率
は一般に 40～43×10-3 SIUであるが，やや細粒の部分
などで 15～25×10-3 SIUとやや低い値も認められる．

岩石記載　黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑岩
　主成分鉱物：黒雲母・普通角閃石・斜長石・カリ長石・
石英・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：単斜輝石・燐灰石・スフェン・
緑泥石・緑れん石
　斜長石は長径 0.5～2mm，半自形で，反復累帯する高
An組成のコアを有するものが多い．カリ長石と石英は

他結晶粒間を埋めて 2mm前後に渡って連続する．石英
は波動消光が顕著である．黒雲母は褐色（Z軸色，以
下同様），半自－他形で量は少ない．普通角閃石は褐緑
色で周辺部はやや緑色が勝る．半自形で長径 1～3mm
の細長いものが多い．粗粒結晶はしばしば内部に細粒
の斜長石を多数包有する．まれにレリック状の単斜輝
石を包有する．不透明鉱物は主に径 0.6mm以下の半自
形の磁鉄鉱である．粒子内部に赤鉄鉱のラメラを含む
ことがあり，またまれに少量のチタン鉄鉱と共存する．
普通角閃石の内部もしくは外縁に接して産することが
多い．

4.1.6　黒雲母角閃石花崗閃緑岩
分布
　平庭岩体北半部の岩体中央付近に分布する．また，
突紫森岩体のほぼ全域を占めている．
岩相及び産状
　中～やや細粒の優白質岩で，普通角閃石の弱い定向
配列が認められる．黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石
英閃緑岩とは漸移し，輝石角閃石石英閃緑岩をゼノリ
スとして包有している．岩石帯磁率は一般に 20～33×
10-3 SIUで，15×10-3 SIU前後のやや低い値も部分的に
認められる．
　突紫森岩体では，その北端部にわずかに分布する角
閃石石英閃緑岩を貫いており，その岩石帯磁率は 22×
10-3 SIU前後である．

岩石記載　黒雲母角閃石花崗閃緑岩
　主成分鉱物：黒雲母・普通角閃石・斜長石・カリ長石・
石英・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：単斜輝石・燐灰石・スフェン・
緑泥石・緑れん石
　斜長石は長径 1～3mm，自－半自形で，反復累帯する
高 An組成のコアを有するものが多い．カリ長石は他
形で，量は少ない．石英は他結晶粒間を埋めて 2mm前
後に渡って連続する．波動消光が顕著である．黒雲母
は褐色，半自－他形で径 3mm以下である．普通角閃石
は褐緑色，半自形で長径 0.5～2mmの細長いものが多
い．長径が 5mmを超えるものも少量認められる．ごく
まれにレリック状の単斜輝石を包有する．不透明鉱物
は径 0.4mm 以下の半自形の磁鉄鉱で，他結晶粒間にほ
ぼ均質に分布する．磁鉄鉱中には微細な赤鉄鉱のラメ
ラが認められる．

　本岩のうち突紫森岩体中央付近に分布するものは，
平庭岩体と比べて，より粗粒で優白質である．この地
域のものは散点する径 2～3mmの黒雲母と，粒状をな
す径 2～4mmの石英が特徴的である．
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4.1.7　平庭岩体及び突紫森岩体の内部構造と貫入過程
　平庭岩体は，北半部が主として花崗閃緑岩からなり，
南半部は石英閃緑岩及び斑れい岩からなる，南北に細
長い分布を示す岩体である（第 3図）．岩体の北半部・
南半部共に，各々その中央に向かってより珪長質にな
るという累帯構造を有している．岩体の立体的な形状
は明らかではないが，岩体の外縁が地形に関わらず直
線的であること，岩体周縁部で鉱物の定向配列や包有
岩の形状などから判断される流理構造が急傾斜である
ことなどから，岩体側面が急立した板状もしくは細長
いしずく状である可能性が高い．
　本岩体は細～中粒角閃石斑れい岩及び細粒角閃石閃
緑岩・粗粒角閃石斑れい岩・輝石角閃石石英閃緑岩・
角閃石石英閃緑岩・黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石
英閃緑岩・黒雲母角閃石花崗閃緑岩の 6つの岩相から
構成され，この順に貫入している．
　黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑岩と黒雲母
角閃石花崗閃緑岩は漸移しているが，その他の岩相は
貫入関係である．ただし粗粒角閃石斑れい岩と，それ
を捕獲している輝石角閃石石英閃緑岩及び角閃石石英
閃緑岩との関係はやや特殊（図版Ⅰ－2など）で，これ
らの石英閃緑岩に貫入・捕獲された際，粗粒角閃石斑
れい岩の少なくとも一部は晶出時に近い高温の状態で
あった．
　平庭岩体の各岩相は岩石の組織や各構成鉱物の特徴
に共通性と系統性が認められ，また密接に相伴って連
続的に貫入していることから，共通の苦鉄質マグマか
らの分化生成物と考えるのが妥当である．現岩体中に
於ける各岩相は基本的に貫入関係にあることから，そ
れらの形成プロセスは以下のとおりである．すなわち，
地殻深部に存在する苦鉄質組成のマグマ溜まりで結晶
分化作用が進行し，形成されたマグマ（クリスタルマッ
シュ）が逐次上昇し地殻浅所に迸入・固結して，岩体
内側ほどより珪長質で若い岩相からなる累帯深成複合
岩体を構成するに至ったと言うものである．
　なお，野外で漸移関係にある黒雲母含有角閃石花崗
閃緑岩～石英閃緑岩と黒雲母角閃石花崗閃緑岩とが構
成する累帯構造は，深部に於ける分化の末期生成物で
ある花崗閃緑岩質マグマが現位置へ併入固結する過程
で被った流動や冷却，周囲の石英閃緑岩との相互作用
などに起因するものと考えられる．また，包有岩状の
粗粒角閃石斑れい岩は深部のマグマ溜まりから斑れい
岩マグマが上昇する際に捕獲された早期晶出相と考え
られる．石英閃緑岩とその中に散在する粗粒かんらん
石との関係も同様である．
　類似の現象は，平庭岩体と組成や形成プロセスに共
通点の多い南部北上山地の牡鹿斑れい岩体中にも認め
られ（Kubo，1977b），その場合は結晶集積岩である単
斜輝岩が，より分化の進んだ斑状単斜輝石斑れい岩岩

相中の包有岩として認められる．
　突紫森岩体は，平庭岩体のサテライト岩体の一つで
あるが，主たる構成岩相である花崗閃緑岩は平庭岩体
のそれよりも，より珪長質であることから，貫入時期
は平庭岩体本体よりも後であったと推定される．一方，
平庭岩体本体周辺の粗粒斑れい岩の小岩体や細粒斑れ
い岩～閃緑岩の岩脈の迸入時期は，平庭岩体本体と同
時期もしくは若干先行していたと考えられる．

4.2　天神森岩体
　本岩体は本地域中央南端部付近に位置する遠島山か
ら天神森の山頂にかけての山稜部から，その北東方向
の山裾に位置する端神（久慈市山根町）にかけての 6
×4kmの範囲に長円状の分布を示す深成岩体である（第
2図）．主としてトーナル岩からなり，岩体中央部でよ
り細粒優白質の花崗閃緑岩へと移化する累帯構造を示
す．岩体西縁部に少量の斑れい岩類をともなう．サテ
ライト岩体として，本岩体の北西側には斑れい岩の小
岩体とトーナル岩の小岩脈が，東側にはトーナル岩の
小岩脈が認められる．

4.2.1　斑れい岩類
　天神森岩体の北西端の山頂部と，遠島山山頂部及び
その南東のピークでトーナル岩中の小岩塊として分布
する．また堆積岩中の小岩体として天神森岩体北西端
近くの山頂部に分布する．トーナル岩中に分布する斑
れい岩類は中粒角閃石斑れい岩で，岩塊毎の岩石学的
特徴は類似している．一方サテライト状の斑れい岩体
は主として細粒単斜輝石角閃石斑れい岩からなり，トー
ナル岩中の斑れい岩類と類似の中粒岩相も部分的に認
められる．

4.2.1.a　中粒角閃石斑れい岩
分布
　遠島山山頂及びその北東及び南東の山頂部において，
各山頂を中心とする径約 500mの範囲に分布する．
岩相及び産状
　本岩は半自－他形粒状の普通角閃石に富む灰黒色の中
粒岩である．
　遠島山山頂の北東方の山頂（標高 822m）の斑れい岩
は遠島山山頂のものよりやや粗粒で，部分的に細粒緻
密な黒色部を含んでいる．岩石帯磁率は 60～90×10-3 
SIUである．
　斑れい岩塊と周囲のトーナル岩との接触部は観察で
きないが，トーナル岩中に斑れい岩のゼノリスが見出
されることから，斑れい岩の貫入はトーナル岩に先行
していたと判断できる．しかしながら斑れい岩には再
結晶組織は認められない（ゼノリスを除く）ので，斑
れい岩とトーナル岩の貫入の時間間隙は，斑れい岩が
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十分冷却しきらない程度に短かったと思われる．

岩石記載　中粒角閃石斑れい岩
　主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：黒雲母・石英・スフェン・緑泥石・
緑れん石
　斜長石は長径 0.4～2mmの半自形結晶で，ごく弱い
反復累帯構造が認められる．普通角閃石中にポイキリ
ティックに包有される斜長石は長径 0.5mm 以下の丸味
を帯びた自－半自形粒状結晶である．普通角閃石は長径
1～4mmの半自－他形粒状結晶である．褐緑色で均質で
あるが，周縁部でわずかに緑色味を帯びる．ポイキリ
ティックに微細な斜長石を多数含む事が多いが，遠島
山山頂の斑れい岩では普通角閃石が 2mm 以下と細粒で
やや細長く，斜長石の包有は顕著でない．黒雲母は普
通角閃石に伴ってごくわずか認められる．ほとんどの
場合緑泥石に交代されている．石英は他結晶粒間にご
くわずか認められる事がある．不透明鉱物は主として
径 0.2～0.8mmの他形粒状の磁鉄鉱で，集斑状をなす
こともある．ラメラもしくはドメイン状のチタン鉄鉱
を伴う事が多い．チタン鉄鉱は単独粒子としても見出
される．磁鉄鉱・チタン鉄鉱共に，内部に赤鉄鉱のラ
メラを有することがある．この他にまれに黄鉄鉱が認
められる．

4.2.1.b　細粒単斜輝石角閃石斑れい岩
分布
　天神森岩体の北西縁近くで堆積岩中の小岩体として
分布する．天神森岩体の本体を構成するトーナル岩～
花崗閃緑岩とは，少なくとも現地表部では不連続であ
る．
岩相及び産状
　本岩は半自形の斜長石粒間を他形の普通角閃石が占
める，黒～灰黒色の細粒岩である．粗粒部分と細粒部
分が不均質に入り混じった部分も認められる．80～96
×10-3 SIUの高い岩石帯磁率を示す．本岩は堆積岩に
貫入していると推定されるが，貫入境界は未確認であ
る．トーナル岩中の斑れい岩と同様に鏡下で再結晶組
織は認められない．岩相の類似性や近接する位置関係
などから判断して，その貫入時期はトーナル岩中の斑
れい岩とほぼ同時期と考えるのが妥当である．

岩石記載　細粒単斜輝石角閃石斑れい岩
　主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・単斜輝石・不透
明鉱物
　副成分及び二次鉱物：スフェン・緑泥石・緑れん石
　斜長石は半自形で，長径 1～3mmである．ごく弱い
正の累帯構造を示し，まれに中央部に An成分に富む
レリック状の核部を有する．普通角閃石は他形ないし

はオフィティック組織を示し，レリック状の単斜輝石
を包有することが多い．粒径は一般に 1mm以下で，ま
れに 5mmに及ぶ．結晶は緑褐色でほぼ均質である．単
斜輝石は斜長石粒間で他形をなし，その周縁部で部分
的に普通角閃石に移化する事が多い．粒径は普通角閃
石のそれを越えることはない．また，普通角閃石中の
レリック状結晶としても認められる．不透明鉱物は磁
鉄鉱で，径 0.2～0.5mmの丸味を帯びた半自形粒状で
ある．ラメラもしくはドメイン状のチタン鉄鉱を伴う
ことがある．磁鉄鉱とチタン鉄鉱は内部に赤鉄鉱のラ
メラを有することがある．苦鉄質鉱物と燐接している
ことが多い．この他にまれに黄鉄鉱が認められる．

4.2.2　トーナル岩～花崗閃緑岩類
　天神森岩体のうち，斑れい岩分布域以外の全域が本
岩類で構成される．トーナル岩はポイキリティックな
普通角閃石を特徴的に含み，岩体西縁近くに分布する
斑れい岩の周辺で最も苦鉄質で，岩体の中央部（遠島
山東方約 2km）に向かって，苦鉄質鉱物が減少しカリ
長石がやや増加するという傾向を示す．長径 5～25cm 
のレンズ状の暗色包有物を少数ながら普遍的に含んで
いる．岩体中央部の径 1km程の範囲にはやや細粒（普
通角閃石が 3mm以下）でより優白質の花崗閃緑岩が分
布する．トーナル岩と花崗閃緑岩は漸移している．岩
体全般に普通角閃石の定向配列による弱い面構造が認
められるが，遠島山及び天神森の山体の中腹から山頂
までは露頭条件が非常に悪いため，岩体西半部の内部
構造はよく判らない．
 
4.2.2.a　黒雲母角閃石トーナル岩
分布
　天神森岩体の全域に渡って広範に分布する．また岩
体近傍の石灰岩及び泥質岩中に幅数 10mの岩脈として
分布する．
岩相及び産状
　普通角閃石に富みカリ長石に乏しい中～やや細粒の
均質岩である．色指数は 25以上から 13前後までと変
化の幅が大きく，色指数の高い部分は，微細な斜長石
を多数内包するやや粗粒の普通角閃石に富んでいる．
色指数の低下につれて，普通角閃石と黒雲母の量比は
逆転し，黒雲母をより多く含むようになる．そのよう
な比較的優白質の部分では，ポイキリティックな普通
角閃石は減少し，より細粒で柱状の普通角閃石が一般
的となる．岩石帯磁率は 20～30×10-3 SIUである．
　遠島山及びその南北の山頂部では，トーナル岩中の
包有岩体として斑れい岩が存在する．斑れい岩周辺の
トーナル岩は他よりもやや優黒質で，また色指数や粒
度に関してより不均質な傾向が認められる．
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岩石記載　黒雲母角閃石トーナル岩
　主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・
黒雲母・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：単斜輝石・スフェン・燐灰石・
褐れん石・緑泥石・緑れん石
　斜長石は長径 0.8～1.6mmの自－半自形結晶で，他種
鉱物との接触部は自形のことが多い．明瞭な反復累帯
構造を示し，結晶中央付近の An成分に富む部分には
絹雲母と曹長石によって選択的に交代された帯状部が
認められる．自－半自形で角が丸味を帯びた長径 0.8mm
以下の斜長石が，普通角閃石中にポイキリティックに
包有されている事が多い．石英は他形で波動消光が顕
著である．カリ長石は他結晶粒間にごくわずか存在す
る．普通角閃石は褐緑色で，周縁部でわずかに緑色味
が増す．長径 1～4mmの半自－他形である．ポイキリ
ティックに細粒の斜長石と磁鉄鉱を含み，まれに単斜
輝石も見出される．黒雲母は褐色で径 1～2mmの半自
－他形をなす．他結晶粒間を埋めて連続し，オフィティッ
ク様のやや粗粒の単結晶を構成することもある．不透
明鉱物は主に磁鉄鉱で，一般に径 0.4mm以下の半自
形粒状である．磁鉄鉱粒子の縁辺部には微細な燐灰石
が伴われる事が多い．透過顕微鏡下では，不透明な磁
鉄鉱粒子の内部にしばしば多数の透明な粒子が認めら
れる（第Ⅱ図版 3）が，それらの多くは燐灰石である．
本岩の場合，燐灰石は磁鉄鉱粒子の縁辺部のみならず，
磁鉄鉱内部にも多数包有されている．磁鉄鉱粒子はし
ばしば集斑状をなし，その径は 1mmに及ぶ．この集斑
状粒子中には微細な燐灰石や角閃石粒子が多数認めら
れる．不透明鉱物としては，磁鉄鉱の他にごく少量の
チタン鉄鉱が認められる．チタン鉄鉱はラメラもしく
はドメイン状をなして磁鉄鉱と共存するが，単独粒子
の事もある．磁鉄鉱とチタン鉄鉱は赤鉄鉱のラメラを
有する事がある．

4.2.2.b　角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩
分布
　遠島山東側山腹斜面の径約 2kmの範囲に分布する．
天神森岩体の中央部を構成し，周囲に分布するトーナ
ル岩とは漸移している．
岩相及び産状
　斑状の黒雲母（最大径 2mm）と石英（最大径 4mm）
が少量点在する細粒優白質の均質岩で，色指数は 10か
ら 8前後である．有色鉱物は主として黒雲母であるが，
普通角閃石もわずかに認められ，その量は最大 2％前
後である．岩石帯磁率はトーナル岩より低く，10～15
×10-3 SIUである．

岩石記載　角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩
　主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・

黒雲母・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：スフェン・燐灰石・褐れん石・
緑泥石・緑れん石
　斜長石は長径 0.8～2mm，最大 3mmの半自形結晶で，
一般に自形性が強い．明瞭な反復累帯構造を示す．石
英は丸味を帯びた粒状をなし，他種結晶とは他形で接
する．顕著な波動消光を示し，一般に径 0.5mm以下で
あるが，径が 1～2mm，最大 4mmに及ぶやや粗粒の粒
状結晶が少数散在する．カリ長石は他結晶粒間にごく
わずか存在し，まれにミルメカイトを伴う．有色鉱物
に乏しい珪長質の部分では，斜長石粒間を埋めて連続
し，4mm前後の単結晶粒子を構成している場合が多い．
普通角閃石は褐緑色で，周縁部でわずかに緑色味が増
す．長径 0.5～2mmの半自－他形で，周辺部はレリック
状の細粒粒子に分かれている事が多い．黒雲母は褐色，
半自－他形で一般に径 0.5mm以下であるが，径 1.5mm
前後の粒子が少量散在する．不透明鉱物は主に磁鉄鉱
で，チタン鉄鉱を伴う．一般に径 0.2 mm以下の半自形
粒状である．透過顕微鏡下で，不透明鉱物粒子の内部
及び周縁部に微細な燐灰石が多数認められる．

4.2.3　天神森岩体の内部構造と貫入過程
　天神森岩体は主としてトーナル岩からなり，岩体中
央部でより細粒優白質の花崗閃緑岩へと移化する同心
円状の累帯構造を示す．岩体の周縁部を構成する黒雲
母角閃石トーナル岩には有色鉱物，特に普通角閃石の
定向配列による弱い面構造（局部的には線構造も）が
認められる．露頭箇所が極めて少なく，岩体西半部の
面構造が不明のため断言は出来ないが，この面構造か
らは外側に傾斜する同心円～ドーム状の構造が推定で
きる．岩体の東縁部から，西方の岩体中央に向かって
約 1kmの範囲はやや細粒で鉱物の定向配列がより明瞭
である．普通角閃石は長径 2mm前後の短柱状のものと，
長径 1.5mm 以下の長柱状のものとが混在する．その内
側約 1.5kmの範囲はやや粗粒で普通角閃石には 3mm
を越えるものもある．普通角閃石の定向配列は不明瞭
である．更にその内側の，岩体中央部を含む径約 2km
の範囲（標高 700～950m）には，苦鉄質鉱物の大半が
径 1.5mm以下でその中に 3mmを越える黒雲母と普通
角閃石が少量散在する，細粒優白質で鉱物の定向配列
が微弱な岩相が分布する．この部分は，岩体中核部を
構成する花崗閃緑岩質岩相で，周囲のトーナル岩質岩
相との間に明瞭な境界が認められないため，漸移関係
にあると考えられる．
　本花崗閃緑岩質岩相の西縁から遠島山山頂にかけて
は，鉱物の定向配列がやや明瞭で，より粗粒優黒質の
トーナル岩が分布する．普通角閃石は，3mmを越え顕
著なポイキリティック組織を示すものが多い．露頭の
産状から露岩は大なり小なりの変位を被っていると推
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定されるものがほとんどなので，鉱物の配列による内
部構造の推定は困難である．
　遠島山山頂から天神森に至る山嶺部から西の岩体西
縁部にかけては，鉱物の定向配列の微弱なやや細粒の
トーナル岩が分布する．含まれる普通角閃石の多くは
径 0.5mm以下で，少量の 2mmを越える普通角閃石と
混在する．遠島山及びその南北の山頂部では，トーナ
ル岩中の包有岩体として斑れい岩が存在する．それら
の斑れい岩の分布位置と，周囲のトーナル岩の岩相分
布や内部構造とは，特定の位置関係に無いように見え
る．
　斑れい岩は，トーナル岩中に分布する斑れい岩体の
近傍の山頂部において，堆積岩中の貫入岩体としても
存在する．このことから，トーナル岩中の斑れい岩体は，
天神森岩体を形成したマグマ活動の初期に堆積岩中に
貫入・固結した斑れい岩体が，その後のトーナル岩質
マグマの貫入によって周囲をトーナル岩に取り囲まれ
たものと考えられる．すなわち，これらの斑れい岩は
トーナル岩質マグマの貫入時にゼノリスとして深部か
ら運ばれてきたものではない．
　以上をまとめると，天神森岩体の概要は以下のとお
りである．
・ 天神森岩体は水平断面が円～長円状の主としてトー
ナル岩からなる岩体で，鉱物の定向配列によるドー
ム状の面構造を有する．

・ この面構造に調和的に，ほぼ同心円状の岩相変化が
認められる．すなわち，岩体周縁部，特に東縁部は
やや細粒で面構造がより顕著である．その内側の大
部分は弱い面構造を有する中粒のトーナル岩からな
る．岩体分布域のほぼ中央部（径約 2kmの範囲）に
はやや細粒優白質で花崗閃緑岩組成の岩相が分布し，
本岩体の中核部を構成している．この中央部西縁か
ら岩体西端部にかけての部分は中心岩相より東の部
分に比べて苦鉄質鉱物に富み，より粗粒でポイキリ
ティックな普通角閃石が目立つという特徴を示す．

・ 西縁近くの岩体内部と岩体西縁近傍の堆積岩中には
斑れい岩の小岩体が分布する．それらはトーナル岩
に先行して堆積岩中に貫入した斑れい岩で，引き続
いて貫入したトーナル岩によってその一部（岩体下
半部）がトーナル岩中に取り込まれ，斑れい岩とトー
ナル岩からなる複合岩体を形成した． 

4.3　小国岩体
　本岩体は本地域中央部の九戸郡小国の，関の東方
2kmに位置する（第 2図）．NNW-SSE方向に細長い 4
×1.5kmの岩体を主岩体とし，その北西に 1つ，南東
に 3つのサテライト岩体を伴う．本岩体は主としてトー
ナル岩からなり，主岩体の西縁に少量の斑れい岩を伴
う．

4.3.1　中粒角閃石斑れい岩
分布及び産状
　小国岩体西縁に少量分布する．トーナル岩に貫かれ
ている．
岩相
　本岩は他形粒状の普通角閃石に富む灰黒色の中粒岩
である．岩石帯磁率は 60×10-3 SIU前後である．

岩石記載　中粒角閃石斑れい岩
　主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：無色角閃石・単斜輝石・斜方
輝石・黒雲母・石英・緑泥石・緑れん石
　斜長石は長径 0.8～1.6mmの半自形結晶でやや細長
く，弱い反復累帯構造が認められる．普通角閃石は長
径 1～4mmの他形粒状結晶で，褐緑～緑褐色である．
ポイキリティックに他結晶を多数包有している．不透
明鉱物は磁鉄鉱で，やや幅広のラメラやドメイン状の
チタン鉄鉱と共存している．径 0.4mm以下の他形もし
くは丸味を帯びた粒状で，少量の微細な透明鉱物を伴っ
て径 1mmに及ぶ集斑状をなすこともある．普通角閃石
に包有されていることが多い．単斜輝石と斜方輝石は
普通角閃石中にレリック状に少量認められる．輝石周
縁の角閃石は無色のことが多い．黒雲母は褐色，他形
でごく少量認められる．緑泥石に交代されている事が
多い．石英は他結晶粒間にごくわずか認められる．

4.3.2　角閃石黒雲母トーナル岩
分布
　小国岩体の西縁を除くほぼ全域に分布している．
岩相及び産状
　本岩はあまり自形性の良くない苦鉄質鉱物に富むや
や細粒の均質岩である．肉眼的特徴として，石英がご
く淡い橙色を帯びている．普通角閃石の定向配列によ
る弱い面構造が認められる．色指数は比較的優白質な
部分で 17前後で，岩体の北半部では 20を越す部分も
認められる．岩石帯磁率は 25～50×10-3 SIUである．

岩石記載　角閃石黒雲母トーナル岩
　主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・
黒雲母・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：燐灰石・スフェン・褐れん石・
緑れん石・緑泥石
　斜長石は半自形で，比較的自形性が強い．一般に長
径 1mm前後で，最大 2mmに及ぶ．結晶中央部に An
成分に富むコア部が認められ，全体に渡って明瞭な反
復累帯構造が発達している．石英は径 1～3mmの他形
粒状で，強い波動消光とサブグレイン化が認められる．
カリ長石は他結晶粒間に少量認められる．普通角閃石
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は緑褐色で，結晶周縁部でやや緑色味が増すという累
帯構造を示す．長径 0.8～3.5mmの半自形で，細長い
ものが多い．粗粒結晶はポイキリティックに細粒の斜
長石を含むことが多い．黒雲母は褐色で径 1mm以下の
他形もしくは径 1～2mmの半自形をなす．半自形結晶
はポイキリティックに細粒の斜長石を包有することが
多い．不透明鉱物は径 0.3mm以下の半自－他形粒状の
磁鉄鉱で，ごくまれに部分的にチタン鉄鉱を伴う．微
細な燐灰石を内包している事が多い．しばしば径 1mm
前後の集斑状をなし，その最大径は 2mmに及ぶ．

4.4　沼袋岩体
　本岩体は本地域北縁付近の九戸郡川井東方に位置す
る，3×1.5kmの若干南北に長い岩体である．本岩体は
主としてトーナル岩からなり少量の閃緑岩を伴う．ま
た，トーナル岩は外観の異なる複数の岩相からなり，
その一部には貫入関係が認められる．
　岩体北半部は普通角閃石に富み色指数が 30近いトー
ナル岩からなる．岩体中央東縁部の日影南方の採石場
では，やや細粒優黒質で黒雲母に富むトーナル岩が分
布し，岩体北半部を占めるトーナル岩と細粒優黒質の
閃緑岩とをゼノリスとして包有している．また，岩体
南部は色指数が 15前後でモード比も花崗閃緑岩との
境界付近に位置する，やや優白質のトーナル岩からな
る．やや優白質のトーナル岩とその他の岩相との野外
での関係は不明である．沼袋岩体のK-Ar年代値として，
120Ma（Kawano and Ueda，1965）が報告されている．
これは黒雲母角閃石トーナル岩の黒雲母の年代値であ
る． 

4.4.1　黒雲母角閃石トーナル岩
分布
　沼袋岩体の主として北半部に広く分布する．
岩相
　本岩は普通角閃石に富む中粒の均質岩で，普通角閃
石と黒雲母が他形の粒状結晶であるため等粒状の斑れ
い岩に似た外観を呈する．岩石帯磁率は 20～30×10-3 
SIUで，部分的に 50×10-3 SIUとやや高い箇所がある．

岩石記載　黒雲母角閃石トーナル岩
　主成分鉱物：斜長石・石英・普通角閃石・黒雲母・
不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：無色角閃石・単斜輝石・燐灰石・
スフェン・緑泥石・緑れん石
　斜長石は長径 0.5～1.6mmの半自形結晶で，比較的
自形性が強い．An成分に富み反復累帯するコアと An
成分に乏しく正累帯するリムとからなる累帯構造を示
す．石英は他結晶粒間で他形をなし，プール状の溜ま
りを作ることが多いがそのサイズは最大でも 2mm程

度である．強い波動消光を示す．普通角閃石は緑褐色
で，周縁部で緑色味を増す．長径 0.8～2mmの短柱状
結晶で，周縁部は他結晶粒間を埋めて他形をなす．細
粒の丸味を帯びた斜長石と磁鉄鉱を包有することが多
く，まれにレリック状の単斜輝石が認められる．局部
的に無色の部分が認められ，特に単斜輝石の周りでは
顕著である．黒雲母は褐色で，他形である．しばしば
ポイキリティックに他結晶を多数包有し，その長径は
4mmに及ぶ．波動消光を示すことが多い．不透明鉱物
は主に磁鉄鉱で，径 0.1～0.4mmのやや丸味を帯びた
半自形である．しばしば燐灰石などの微細な透明鉱物
を包有している．内部に微細な赤鉄鉱のラメラを有す
ることがあり，またまれに薄い板状のチタン鉄鉱を挟
む．その他に黄鉄鉱の微細粒子が少量認められる．

4.5　川口岩体
　久慈市山根町赤
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にかけて分布す
る岩体で，その南方延長は当地域の南東方向に位置す
る田野畑岩体（林，1986）まで連続する．この岩体は
石井ほか（1955）の田野畑岩体川口型，加藤（1977）
の岩泉岩体川口型，林（1986）の川口岩体，と名付け
られた岩体（本稿では便宜上川口岩体と呼称する）の
北縁部に相当する．川口岩体については，岩石構成や
分布範囲などの詳細は明らかでない．なお，川口岩体
の角閃石黒雲母花崗閃緑岩の黒雲母 K-Ar 年代として
122Ma が報告されている（Kawano and Ueda，1965）．
　本地域内の川口岩体本体からは角閃石閃緑岩・輝石
斑れい岩・かんらん石輝石斑れい岩などが見出され，
北から南にほぼこの順に分布するが，それらの量比や
相互関係は現時点では不明である．なお，従来の報告
で本岩体の特徴とされたプロトクラッスティック組織
は本地域のものからは認められなかった．
　また，川口岩体の北端部から北に約 2km 離れた山根
町下野に，長径約 1km の小岩体が分布する．本小岩体
は主として中粒の角閃石斑れい岩からなり，細粒斑状
の輝石斑れい岩を伴う．岩石帯磁率は 30×10-3　SIU前
後である．また，部分的に黒雲母角閃石花崗閃緑岩が
認められるがその分布範囲や斑れい岩との関係は不明
である．本小岩体は岩質の相似性から川口岩体の一部
（サテライト岩体）として取り扱う．

4.5.1　かんらん石輝石斑れい岩
分布
　本岩は上戸鎖南東の本地域東縁部に分布する．
岩相
　やや細粒緑黒色の均質岩で，磁鉄鉱に富んでおり，
110×10-3 SIU前後の高い岩石帯磁率を示す．川口岩体
本体の北端付近の一部を構成するが，岩体中に占める
割合や，他の岩相との関係は不明である．
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岩石記載　かんらん石輝石斑れい岩
　主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・
かんらん石・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：スピネル・淡緑色角閃石・イディ
ングス石・緑泥石
　鏡下では，自形性の強い斜長石の粒間に普通角閃石・
単斜輝石・斜方輝石が分布するオフィティック組織を
示す．また，細粒の斜長石・かんらん石・輝石・磁鉄
鉱を多数包有するポイキリティック組織の普通角閃石
が散在する．粗粒の磁鉄鉱を大量に含むのも特徴の一
つである．斜長石は均質で，主として長径 1～2.5mm
の半自形結晶からなる．斜長石同志は縫合線様の境界
で接するが，普通角閃石に対しては自形をなす事が多
い．斜長石は内部に他の鉱物を包有せず，斜長石粒子
の表面に食い込んでいる普通角閃石の微粒子がごくわ
ずかに認められるのみである．単斜輝石と斜方輝石は
斜長石粒間で他形をなす．最大粒径は 2mm程度である．
単斜輝石は周縁部を普通角閃石に縁取られていること
が多い．斜方輝石は多色性をほとんど示さない．普通
角閃石は淡褐色で，他形を示す．斜長石粒間を埋める
ほかに，径 4～6mmのポイキリティックな粒状結晶と
しても存在する．内部にレリック状の斜長石・輝石・
かんらん石・不透明鉱物を多量に包有する．かんらん
石は丸味を帯びた粒状結晶で，部分的にイディングス
石に交代されている．輝石もしくは普通角閃石中に包
有されている事が多い．輝石や普通角閃石に取り囲ま
れてない場合，近接する斜長石との間には淡緑色角閃
石が介在し，かんらん石と斜長石が直接接する事はな
い．このかんらん石と斜長石との間の淡緑色角閃石の
薄層中にはスピネルシンプレクタイトが部分的に発達
している．不透明鉱物はモード比で 7％に及ぶ．主と
して磁鉄鉱からなり，少量のチタン鉄鉱とごくわずか
の黄鉄鉱を伴う．磁鉄鉱は径 0.2～0.5mm，最大 1mmで，
他鉱物の粒間で他形をなす．また，丸味を帯びた粒状
結晶として苦鉄質鉱物中に包有されている．外縁部に
細粒の緑色スピネルを伴うことがある．磁鉄鉱の内部
には微細なスピネルのラメラが多数みとめられ，それ
らは高角で交差する 2方向に配列していることが多い．
チタン鉄鉱は磁鉄鉱中のラメラもしくはドメイン状を
なし，磁鉄鉱との境界に沿って微細なスピネルが配列
している．

4.6　滝の沢岩体
　本地域東縁から東隣の「陸中野田」地域にかけて，
比較的大規模な花崗岩質岩体が分布する．この岩体は
石井ほか（1955）により田野畑岩体の茂市型，島津・
寺岡（1962）により同岩体の滝沢型，吉井・片田（1974）
により滝の沢岩体の名称で報告されているが，本稿で

は加藤（1977）及び林（1986）の見解にしたがって田
野畑岩体とは別の独立の岩体として扱い，滝の沢岩体
と呼称する．主に黒雲母角閃石花崗閃緑岩からなる岩
体で，黒雲母花崗岩を伴っている．
　本地域内での分布はごくわずかで，北東縁部に比較
的優黒質で面構造の顕著な角閃石黒雲母花崗閃緑岩が，
南東縁部にはほぼ均質の角閃石黒雲母花崗閃緑岩が分
布する．それらは東隣の「陸中野田」図幅地域内にお
いて連続して分布しており，久慈市山根町小倉山東方
では本地域内とはやや岩相の異なる，普通角閃石の粗
粒結晶が目立つ角閃石黒雲母花崗閃緑岩や，より優白
質の角閃石含有黒雲母花崗岩などが分布している．滝
の沢岩体中のそれらの岩相の野外での相互関係や分布
範囲などの詳細は不明である．

4.6.1　黒雲母角閃石花崗閃緑岩
分布
　本地域北東縁部，久慈市小久慈町の長内渓流滝ダム
東方の採石場に新鮮な岩石が露出している．当採石場
から南南東方向の小

こ

倉
ぐら

山
やま

北側山腹にかけて分布する．
岩相
　本岩は明瞭な定向配列を示す普通角閃石に富む中粒
岩である．鏡下では変形組織や再結晶組織の発達が顕
著で，固結後の変形を被ったことを示している．
　本岩の岩石帯磁率は 0.5×10-3 SIU前後の低い値を示
し，主たる不透明鉱物は黄鉄鉱である．一方，久慈市
山根町中戸鎖東方の本地域東縁部にも本岩と類似の花
崗閃緑岩が分布するが，こちらは鉱物の定向配列があ
まり顕著でなく，変形の程度も低い．この花崗閃緑岩
や久慈市山根町小倉山東方の花崗閃緑岩及び花崗岩な
どの，滝の沢岩体のその他の岩相の岩石帯磁率は 15
～30×10-3 SIUで，主たる不透明鉱物は磁鉄鉱である．
上記採石場の面構造の顕著な角閃石黒雲母花崗閃緑岩
は変形による再結晶に加えて，黄鉄鉱の局部的な鉱化
作用を被ったものと考えられる．

岩石記載　黒雲母角閃石花崗閃緑岩
　主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・
黒雲母・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：単斜輝石・燐灰石・ジルコン
　鏡下では，粗粒結晶のたわみや破断，周縁部の細粒
化や，脈状に発達する細粒粒状化部などの変形組織が
認められる．斜長石は長径 0.8～4mmの自形性の強い
結晶で，広い不均質な中央部と狭い正累帯する周縁部
からなる．中央部は高 An組成で，弱い反復累帯構造
やアンチパーサイト組織が認められる．普通角閃石・
黒雲母・単斜輝石の丸味を帯びた細片を多数包有する
ことがある．しばしば，不均質な消光や部分的な細粒
粒状化が認められる．石英は他形で，多くの場合細粒
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粒状の集合体を構成している．顕著な波動消光を示す．
カリ長石は径 1mm前後の他形粒状結晶で，周縁を微細
な石英・長石集合体で取り囲まれる事が多い．しばし
ばミルメカイトが認められる．普通角閃石は緑褐色で，
褐緑色の狭い周縁部を伴う．径 0.5～2mmで，しばし
ば集斑状をなし，その径は 6mmに及ぶ．比較的粗粒
の普通角閃石中にはレリック状の単斜輝石が包有され
ている．黒雲母は濃褐色で，径 1.5mm以下の半自形も
しくは雲母フィッシュ状で，曲げやたわみが発達する．
部分的に細粒短冊状黒雲母によって交代されている．
また，細粒短冊状黒雲母は細粒普通角閃石と共に脈状
の集合体を構成している．不透明鉱物は主に径 0.3mm
以下の半自形の黄鉄鉱で，その他に少量の丸味を帯び
た粒状～他形のチタン鉄鉱とごく少量の黄銅鉱が認め
られる．黄鉄鉱は他結晶粒間で他形の集斑状をなすこ
とがある．粒子内部に微細な透明鉱物を多数含んで不
均質な印象のものが多い．

5. その他の貫入岩類

5.1　長
おさ

内
ない

川
がわ

流域の斑れい岩体
　ジュラ紀堆積岩類は本地域東半部でアンチフォーム
構造をなし，その軸部を構成する緑色岩類は長内川流
域に沿って NNW-SSE方向に細長く分布している（杉
本，1974；鎌田・久保，未公表データ）．主としてこ
の緑色岩類中に細～中粒の閃緑岩及び斑れい岩からな
る小岩体～岩脈が点在している．それらの多くは幅数
100m以下で，母岩の構造にほぼ調和的な分布を示す．
鏡下では淡緑色角閃石やゾイサイトなどの変成鉱物に
よる置換が顕著であること（第Ⅲ図版 1），不透明鉱物
は主としてチタン鉄鉱と磁硫鉄鉱からなり磁鉄鉱は極
くわずかであること，岩石帯磁率が 0.5×10-3 SIU前後
と低い，などの点で，近傍の川口岩体や，天神森岩体
中の斑れい岩とは区別される．
　これらの小斑れい岩体は川口岩体や天神森岩体など
の前期白亜紀貫入岩類に先行して貫入し，周囲の石灰
質～苦鉄質砕屑岩と共に接触変成作用を被ったと考え
られる．

5.1.1　中粒単斜輝石斑れい岩
分布
　本岩は久慈市山根町の保

ほ

礼
れ

羅
ら

東方の長内川流域に露
出する小貫入岩体を構成しており，周囲の千枚岩や苦
鉄質砕屑岩起源の緑色岩類の構成する背斜構造の軸部
を挟んで U 字型の分布を示す．
岩相及び産状
　緑黒色の中粒均質岩で，細粒の角閃石閃緑岩と共に
苦鉄質の緑色岩中に挟在する小岩脈として見出される．

岩石記載　中粒単斜輝石斑れい岩
　主成分鉱物：単斜輝石・斜長石・不透明鉱物
　副成分及び二次鉱物：燐灰石・曹長石・淡緑色角閃石・
黒雲母・緑泥石・ゾイサイト・スフェン
　鏡下では，自形性の強い粗粒の単斜輝石と細長い半
自形の斜長石と粒状他形ないしは骸晶状の不透明鉱物
から成る完晶質岩である．後生鉱物による交代作用が
顕著で，単斜輝石は淡緑色角閃石に，斜長石はゾイサ
イトと曹長石に，不透明鉱物はスフェンによってそ
の一部若しくは大部分が交代されている．単斜輝石は
長径 1～4mmの自－半自形で，均質である．周縁部は
細粒半自形の淡緑色角閃石に交代されていることが多
い．1mm前後の自形斜長石を包有することがある．単
斜輝石とその周縁をとりまく淡緑色角閃石との境界が
シャープな曲線の場合があり，単斜輝石の周縁部には
初生の普通角閃石が伴われていたと推定される．淡緑
色角閃石には少量の緑泥石と黒雲母が伴なわれる．斜
長石は長径 0.5～2mmの自－半自形で，細長いものが多
い．単斜輝石との境界の多くは直線的だが，なだらか
な曲線の場合もある．内部はほぼ均質で，累帯構造は
認められない．曹長石化が顕著で，高 An組成の部分
は残存しない．また，しばしば細粒のゾイサイトに交
代されている．不透明鉱物のほとんどは径 0.5～1mm
の角ばった粒状もしくは板状～骸晶状のチタン鉄鉱で
ある．角ばった粒状結晶はスフェンに交代されている
ことが多い．その他に，より細粒で不定形の磁硫鉄鉱
が認められる．

　鏡下の特徴は，本岩が弱い熱変成を被っている事を
示している．同様の変成作用は母岩の緑色岩にも広く
認められる．この変成作用は，本地域内に広範に分布
する前期白亜紀貫入岩類に由来すると考えるのが妥当
である．
　本岩と酷似する単斜輝石斑れい岩は，平庭岩体の南
西方 1.5kmの地点でも幅約 5mの岩脈として見出され
ている．この場合は小規模な岩脈であるせいか輝石は
斑状で自形性が強く，斜長石は細粒自－半自形である．
ゾイサイト・緑泥石及び淡緑色角閃石による交代作用
が顕著で，不透明鉱物は骸晶状を呈し部分的にスフェ
ンに交代されている．単斜輝石を部分的に置換する淡
緑色角閃石の形状から，単斜輝石が砂時計構造を有し
ていたことが判る（第Ⅲ図版 2）．岩石帯磁率は長内川
流域の斑れい岩と同様に 0.6×10-3 SIUという低い値を
示す．

5.2　新第三紀貫入岩類
　本地域の主に西半部の中生界分布域には，幅数 mか
ら数 10mの岩脈が見出される．このうち平庭岩体周辺
には，その岩石学的類似性から，平庭岩体の形成と密
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接に関連してほぼ同時期に貫入したと判断される苦鉄
質の半深成岩～深成岩岩脈が分布している．一方，平
庭岩体の北端部から沼袋岩体にかけての地域では，花
崗閃緑岩中及び堆積岩中に，角閃石安山岩と凝灰角礫
岩の貫入体が少量ながら見出される．後述するように
それらは 15～16Maの K-Ar 鉱物年代を示すことから，
新第三紀の貫入岩類である．
　なお，本地域周辺でこの時期の火成活動を示すもの
は本岩類以外に見あたらず，また本岩類が今後周辺各
地で見つかる可能性もあるので，現段階では固有名詞
を付けない．

5.2.1　角閃石安山岩岩脈
分布
　本地域北西部において，九戸郡山形村川井からその
西方の荷軽部にかけての川井川沿いに，中古生界の堆
積岩類を貫く幅数 10mの小岩脈として点在する．また，
平庭岩体の北東端近くで，花崗閃緑岩を貫いてほぼ南
北に伸びている（久保，1987）．
岩相
　本岩は，風化した表層部は淡褐色，新鮮な内部は灰
白色を呈する細粒緻密な斑状岩で，径数 mmの斜長石
と普通角閃石が斑晶として認められる．岩石帯磁率は
27×10-3 SIU前後である．

岩石記載　角閃石安山岩岩脈
　斑晶：斜長石・普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・
不透明鉱物
　石基：斜長石・磁鉄鉱・淡緑褐色粘土鉱物・燐灰石・
不透明鉱物
　斑晶の斜長石は長径 0.2～2mmの自－半自形で，明瞭
な反復累帯構造を示す．しばしば集斑状をなす．普通
角閃石斑晶は長径 0.4～3mmの，角がやや丸味を帯び
た自－半自形結晶で，周囲をオパサイト縁で取り巻かれ
ている．まれに 6mmに及ぶ長柱状結晶が認められる．
褐緑色で，弱い反復累帯構造を示す．融食による湾入
が認められることがある．単斜及び斜方輝石は半自形，
径 0.5～2mmで，普通角閃石や不透明鉱物と共に集斑
状をなすことが多い．単斜輝石には累帯構造が認めら
れる．斜方輝石は弱い多色性を示す．輝石の含有量は
少なく，全く含まれない場合もある．斑晶の不透明鉱
物は磁鉄鉱で，半自形または丸味を帯びた他形粒状で，
径 0.1～0.4mmである．単独で，もしくは普通角閃石
斑晶の縁辺部に部分的に包有されて存在する．
　石基は填間状で，微細な斜長石と不透明鉱物の磁鉄
鉱の粒間を少量のガラス起源と思われる淡緑褐色粘土
鉱物が埋めている．まれにカルサイトで充填された微
小な孔隙が認められる．石基の斜長石には高屈折率で
長柱状～短冊状の自形粒子と半自形ないしは不定形で

低屈折率の粒子とが識別され，両斜長石及び淡緑褐色
粘土鉱物の 3者の量比は，岩脈毎に多様である．

5.2.2　角閃石安山岩凝灰角礫岩
分布
　山形村川井南西 6kmに位置する明神岳の西方 600m
の山腹を南北に走る道路の東側切り割りに幅数 mに
渡って露出している．
岩相
　本岩は径数 mmから最大 10数 cmに及ぶ安山岩及び
花崗閃緑岩ごくまれにチャートの角～亜角礫と，径 2
～20mmの普通角閃石及び輝石の粗粒結晶，及びそれ
らの間をうめる褐灰色の細粒基質部からなる不均質な
岩石である（第Ⅲ図版 3）（久保，1987）．周囲の花崗
閃緑岩との接触境界は確認できないが，新鮮な花崗閃
緑岩の細片を多数包有することや，基質部の構成鉱物
が安山岩質包有岩片の構成鉱物と同質であること，基
質部中の普通角閃石などの粗粒結晶の外形が自形また
は融食形もしくはシャープな破断面であること，表土
由来の物質を含まないこと，などから本岩は花崗閃緑
岩を貫く角閃石安山岩質の火道角礫岩的貫入岩である
と考えられる．
　なお，本露頭は 600m北方で花崗閃緑岩中に貫入し
ている南北に伸びる角閃石安山岩岩脈の南方延長線上
に位置している．

岩石記載　角閃石安山岩凝灰角礫岩
含有角礫：石英閃緑岩・安山岩
　石英閃緑岩角礫は普通角閃石のポイキリティック組
織や岩石学的特徴から見て，平庭岩体の角閃石石英閃
緑岩のより粗粒で普通輝石に富む苦鉄質な部分に相当
する．斜長石のソーシュライト化が認められる．
　安山岩角礫は斜長石・普通角閃石・単斜輝石・斜方
輝石・磁鉄鉱・粘土鉱物などから成り，ピロタキシティッ
ク組織を示すもの，シリイット組織のもの，填間状組
織のものなどがある．斑晶鉱物の特徴や組織は前述の
川井川沿いの角閃石安山岩とよく似ている．
含有結晶片：普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄
鉱
　微細な基質部中に，粗粒の単独粒子として普通角閃
石・単斜輝石及び斜方輝石が分布する．普通角閃石が
最も多く，斜方輝石は比較的まれである．普通角閃石
は褐緑色，長径 0.5～20mmでやや丸味を帯びた自－半
自形である．オパサイト縁を持たない事で，安山岩岩
片中の普通角閃石とは明瞭に区別できる．輝石は径 3
～10mmの自－半自形で，斜方輝石はより細粒である．
単斜輝石は累帯構造を有し，狭いリムが認められる．
基質部：
　粗粒の岩片及び結晶の間を埋めて，それらとは肉眼
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で明瞭に区別できる程度に細粒の基質部も，鏡下では
径数 mm程度の岩片及び結晶を多数含んでおり，角礫
岩片としての境界を有しない間隙充填的な部分は量的
にはわずかである．この部分は径 0.3mm以下の斜長石・
普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱・黒雲母（ご
くまれ）の自形結晶もしくはその破片とそれらの粒間
を占める淡黄～淡緑褐色の粘土鉱物から成る．粒子の
粒径分布や配列に規則性は認められない．
 
5.2.3　 角閃石安山岩岩脈及び凝灰角礫岩の地質学的位

置づけ
　川井南西部の国道（旧道）の屈曲部に分布する角閃
石安山岩岩脈は，その北縁部が一部角礫岩～破砕岩様
で，その他の大部分は比較的新鮮な均質岩からなる．
この均質岩中の普通角閃石について K-Ar年代測定を
行ったところ，15.2±0.9Maという値が得られた（第 1
表）．また，明神岳の西側山腹で平庭岩体の花崗閃緑岩
中に露出する角閃石安山岩凝灰角礫岩については，基
質部中の普通角閃石の K-Ar年代値として 16.1±2.0 Ma
（久保，1987）が得られている．前述の通り，角閃石
安山岩凝灰角礫岩中の安山岩岩片は角閃石安山岩岩脈
と記載岩石学的特徴がよく似ており，分布も非常に近
接している．これらのことから，両者は同一の火成活
動の産物で，各々岩脈と火道角礫岩に相当すると考え
られる．
　これらの岩脈や火道角礫岩の存在は当地域に中期中
新世の火山活動があったことを示している．本地域
周辺で本岩に対比可能な地層としては，約 10km程西
方の岩手県葛巻町西方に分布する中新統の四ッ役層最
下部を構成する傾城峠安山岩部層がある（小貫ほか，
1981）．このことは，東北日本中軸部に発達する新第
三紀火山岩類の活動域の東限が，従来考えられていた
位置（傾城峠安山岩部層の分布域に相当）よりもかな
り東方の先新第三系基盤岩類分布域まで及んでいたこ

とを示している（久保，1987）．本地域の中期中新世
火山岩類の分布や産状からみて，本地域内での活動の
規模は比較的小さく，地表噴出物はもしあったとして
も少量であったと推測される．

6. 考察

6.1　北部北上山地の前期白亜紀深成岩体の線状配列
　北部北上山地の中生界堆積岩類分布域に点在する前
期白亜紀深成岩体は，NNW-SSE方向に配列する 3列の
岩体群を構成している．1/5万地質図幅「陸中関」地域
内には，それらのうち西側の列に属する平庭岩体，中
央の列に属する天神森岩体・小国岩体・沼袋岩体，東
側の列に属する川口岩体が分布している．
　これらの岩体は列毎に固有の特徴を有する．平庭岩
体や境の神岳岩体に代表される西列の岩体は斑れい岩
から石英閃緑岩・花崗閃緑岩まで岩相変化に富む累帯
複合深成岩体である．岩体の各岩相は単一の苦鉄質マ
グマからの分化生成物で，苦鉄質の岩相から珪長質の
岩相へと順次貫入している．岩体の中央部に向かって
より珪長質の岩相が分布する累帯構造が認められ，各
岩相は密接に相伴って産する．斑れい岩はシリカ含有
量のわりにカリ長石に富み，石英閃緑岩から花崗閃緑
岩へと至る分化はモンゾニ岩寄りのトレンドを示し，
トーナル岩質岩相に乏しい傾向がある．岩体は細長い
分布を示すものが多く，その形状は平庭岩体に見られ
るように両側面の急立した板状もしくは細長いしずく
状と推定される．
　沼袋岩体や天神森岩体に代表される中央列の岩体は
主としてトーナル岩からなり，少量の閃緑岩～斑れい
岩を伴う．閃緑岩～斑れい岩はトーナル岩に先行して
貫入しており，トーナル岩中の包有岩として産する他
に，サテライト状の小岩体としても分布する．岩体を
構成する岩相は苦鉄質岩相と珪長質岩相に二極化して

第 1表 角閃石安山岩岩脈及び凝灰角礫岩の K-Ar年代
 測定は，両試料とも Teledyne Isotope社による．GSJ M18519　のデータは 久保 (1987) による．

Table 1. K-Ar age of hb-andesite dike and tuff breccia
 Measured by Teledyne Isotopes. Data of the sample GSJ M18519 is quoted from Kubo(1987).
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おり，両者の混成岩相や密接な随伴関係も認められな
いことから，相互の貫入時期は西列の岩体の場合ほど
連続的ではないようである．岩体の分布は円形に近い
ものが多く，内部構造などから判断して，その形状は
球形に近いと推定される．比較的規模の大きい岩体で
は岩体中央部でより珪長質の岩相に移化する累帯構造
を有するものもある．
　川口岩体やノソウケ峠岩体に代表される東列の岩体
は斑れい岩・花崗閃緑岩などから成り，その多くは
NNW-SSE方向に伸びる岩脈状の小岩体である．岩体毎
の詳細はあまり明らかではないが，苦鉄質岩相に富み
高い岩石帯滋率を特徴とする．
　地質概説の項で述べたように，本図幅地域は NNW-
SSE方向を軸とする褶曲構造の発達するジュラ紀堆積
岩類が広範に分布している．西列の岩体は本地域内西
縁近くのシンフォームの西翼に，母岩の構造とほぼ調
和的に分布している．平庭岩体は中央部以北で東方に
大きく屈曲しているが，その分布は南に軸がプランジ
する母岩のシンフォーム構造に調和的である．中央列
の岩体は上述のシンフォーム軸の東方 10kmでそれと
併走するアンチフォームの西翼～軸部に位置している．
また東列の岩体は母岩の褶曲軸方向と平行に発達する
片状構造の集中域に位置している．岩体の内部構造や
推測される分化様式から，西列の岩体は地殻深部から
固結場へのマグマ上昇及び空間の確保が中央列の岩体
よりは容易であった可能性があるが，その事と母岩の
構造との間には因果関係があるかどうかについては，
事例が少ないこともあり現時点では不明である．また，
北部北上山地に於ける，特徴の異なる 3列の岩体群の
存在は，岩体固結の場よりも，地殻深部のマグマ生成
の場における条件の差をより大きく反映しているのか
も知れない．カリ長石や黒雲母に富む苦鉄質岩相で特
徴づけられる一戸岩体が本地域の西方に位置すること
は，母体マグマの東西方向の系統的変化を示唆してい
る．
 
6.2　 前期白亜紀深成岩体の，北上花崗岩類の岩体区分

上の位置づけ
　片田ほか（1971）は，北上花崗岩類をその分布と岩
石学的特徴に基づいてⅠ～Ⅵ帯に区分した．それによ
れば本地域内の前期白亜紀深成岩類のうち，平庭岩体
はⅢ帯，川口岩体と滝の沢岩体はⅡ帯に分類され，沼
袋・小国・天神森の各岩体はそのうちの苦鉄質岩相が
Ⅲ帯に，珪長質岩相がⅡ帯に分類されている．しかし
ながら，本稿の記載でも明らかなとおり，各岩体の苦
鉄質岩相と珪長質岩相との間には密接な成因関係が推
測され，それらを別個に扱うべきではない．岩体毎に
その特徴を比較した場合，沼袋・小国・天神森岩体及
び川口岩体はⅢ帯に帰属させるのが妥当である．また，

Kubo（1977b）は北上花崗岩類を TypeⅠ～Ⅲに区分し，
平庭岩体はそのうちの TypeⅡに属するとしたが，この
区分を適用すると，滝の沢岩体は TypeⅠに，それ以外
の岩体は TypeⅡに帰属することになる．筆者は，北
上花崗岩類の岩体毎の情報の精度から判断して，Kubo
（1977b）の分類が妥当と考えている．ちなみに近年ア
ダカイト質マグマの観点から北上花崗岩類の成因が検
討されている（土谷，2008など）が，それによればア
ダカイト質累帯深成岩体は上述の分類による TypeⅠの
岩体から見出されている．
　なお，平庭岩体は，岩体の特徴や岩相構成，分化及
び形成プロセスなどの点で，同じく TypeⅡに分類され
る南部北上山地の牡鹿斑れい岩体（Kubo,1977b）と共
通する点が多い．しかしながら両岩体は位置的にも母
岩の性格（一方は浅海成堆積物，もう一方は付加体堆
積物）も大きく異なっている．現在のところ北上花崗
岩の岩体の Typeと被貫入母岩の性格・履歴との間に一
定の関係は見出されていない．その解明のためには岩
体毎の詳細な情報，特に TypeⅢの岩体の情報が必要で
あるが，今後の課題として残されている．

6.3　長内川流域の斑れい岩体の貫入時期
　長内川流域に沿って分布する緑色岩類中に点在する
細～中粒の閃緑岩及び斑れい岩の小岩体は，その詳細
が明らかでないこともあって，これまでは北上花崗岩
類の一部と見なされていた．しかしながら，本研究で
その岩石学的特徴が北上花崗岩類の斑れい岩とは異
なり，また変成作用を被っていることが明らかになっ
た．したがって，これらの小斑れい岩体は川口岩体や
天神森岩体などの前期白亜紀貫入岩類に先行して貫入
し，周囲の石灰質～苦鉄質砕屑岩と共に接触変成作用
を被ったものと考えられる．これらの小斑れい岩体が，
前期白亜紀貫入岩類に属する斑れい岩類と成因的な関
係を有しその先駆的な活動によるものと見なしうるの
か，前期白亜紀の斑れい岩類とは異なる火成活動，例
えば周囲の緑色岩類を形成したのと同一の，の産物で
あるのかは，現時点では不明である．その貫入時期も
明確ではないが，ここでは前期白亜紀貫入岩類に若干
先行する時期，即ちジュラ紀末～前期白亜紀としてお
く．なお，同様の岩石は，本地域南西端の平庭岩体西
方でも岩脈として見出されている．
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第Ⅰ図版～第Ⅲ図版　顕微鏡写真（左：下方ポーラ，右：直交ポーラ）．
 P：斜長石，Q：石英，K：カリ長石，H：普通角閃石，B：黒雲母，Cp：単斜輝石，Op：斜方輝石，O：かんらん石，
 M：磁鉄鉱，T：チタン鉄鉱，Am：淡緑色角閃石，Ch：緑泥石，Z：ゾイサイト

第Ⅰ図版
1.  粗粒角閃石斑れい岩（平庭岩体）
　普通角閃石は自形性が強く，周縁部で明瞭な累帯構造を示す．本試料の場合，斜長石はソーシュライト化が顕著で，粒間
に少量存在するカリ長石との識別が困難である．（葛巻町遠別岳南方 1km）

2．粗粒角閃石斑れい岩と角閃石石英閃緑岩の境界部（平庭岩体）
　境界部（破線で示す）では，斑れい岩の粗粒自形の斜長石と普通角閃石が，石英閃緑岩中の細粒の斜長石及び普通角閃石
と接している．石英閃緑岩中の斜長石と普通角閃石は斑れい岩との境界に沿って並んでいる．斑れい岩の外縁の窪みの部分
には，石英閃緑岩中のより細粒の斜長石と普通角閃石が集積している．（葛巻町遠別岳南方 1km）

3．輝石角閃石石英閃緑岩（平庭岩体）
　普通角閃石は比較的粗粒で，多数の自形斜長石を包有するポイキリティック組織を示す．（葛巻町鰻沢） 

第Ⅱ図版
1.  かんらん石含有輝石角閃石石英閃緑岩（平庭岩体）
　かんらん石は多数の半自形普通角閃石によって取り囲まれ，石英と直接接することはない．（葛巻町袖山高原牧場）

2.  角閃石石英閃緑岩（平庭岩体）
　斜長石と普通角閃石は自形性が強く，明瞭な定向配列を示す事が多い．普通角閃石の内部には細粒の斜長石が多数認めら
れる．（葛巻町遠別岳南南西 2km）

3.  黒雲母角閃石トーナル岩（天神森岩体）
　磁鉄鉱は粒子内部に燐灰石などの微細な透明鉱物が認められる（M-1）．しばしば集斑状をなし (M-2)，その径は 1mmに及ぶ．
（久慈市天神森北方 700m）

第Ⅲ図版
1.  中粒単斜輝石斑れい岩（長内川流域の斑れい岩体）
　単斜輝石は淡緑色角閃石に，斜長石はゾイサイトと曹長石に，不透明鉱物はスフェンによって交代されている．板～骸晶
状のチタン鉄鉱に富む．(久慈市保礼羅 )

2.  斑状単斜輝石斑れい岩（平庭岩体西方の小岩脈）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ゾイサイト・緑泥石及び淡緑色角閃石による交代作用が顕著である．単斜輝石は淡緑色角閃石によって選択的に置換され，
セクターゾーニングに似た構造を示す．骸晶状のチタン鉄鉱が多数認められる．（葛巻町遠別岳南南西 3.5km）

3.  角閃石安山岩凝灰角礫岩
　細粒基質中に，普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱の結晶片と安山岩の角礫が認められる．(山形村明神岳西方
600m)

Plate I to III : Microphotograph  ( left : plane-polarized light,  right : cross-polarized light )
 P : Plagioclase, Q : Quartz, K : K-feldspar, H : Hornblende, B : Biotite, Cp : Clinopyroxene, Op : Orthopyroxene, O : Olivine, M : 

Magnetite, T : Ilmenite, Am : Pale-green amphibole, Ch : Chlorite, Z : Zoisite 

Plate I
1. Coarse-grained hornblende gabbro ( Hiraniwa mass ) 

  Hornblende is rather idiomorphic and distinctly zoned at the margin.  Plagioclase is well soussuritized and indistinguishable from 
interstitial K-feldstar.  ( 1 km south of Tobetsudake, Kuzumaki Town)

2. Boundary between coarse-grained hornblende gabbro and hornblende quartz diorite  ( Hiranw a mass )  
  At the boundary, shown by broken line, coarse-grained idiomorphic plagioclase and hornblende of gabbro contact with fine-grained 
plagioclase and hornblende of quartz diorite. Plagioclase and hornblende of quartz diorite aline parallel to the boundary.  On the concaved 
surface of gabbro, finer-grained crystals of quartz diorite are accumulated.  ( 1 km south of Tobetsudake, Kuzumaki Town)

3. Pyroxene-hornblende quartz diorite ( Hiraniwa mass )
  Hornblende is coarser and shows the poikilitic texture enclosing many idiomorphic crystals of plagioclse.  ( Unagisawa, Kuzumaki 
Town)

Plate II
1. Olivine-bearing pyroxene-hornblende quartz diorite ( Hiraniwa mass )

   Olivine is surrounded by many small hypidiomorphic hornblende and never contacts with quartz directly.  (Sodeyamakogenbokujo, 
Kuzumaki Town)

2. Hornblende quartz diorite  ( Hiraniwa mass )
   Plagioclase and hornblende are rather idiomorphic and well-developped mineral foliation is recognized frequently.  Hornblende encloses 
many fine-grained plagioclase.  ( 2km south-south-west of Tobetudake, Kuzumaki Town)

3. Biotite-hornblende tonalite  ( Tenjinmori mass)
   Many minute transparent minerals such as apatite are recognized within the magnetite grain (M-1). Magnetite occurs sometimes as 
glomeroporphyritic grain (M-2), of which size reaches almost 1 mm in across.  ( 700m north of Tenjinmori, Kuji City )

Plate III
1. Medium-grained clinopyroxene gabbro ( Gabbroic mass occurring along the Osanaigawa River )

   Clinopyroxene is exchanged by pale-green amphibole, plagioclase is by zoisite and albite, and opaque mineral is by sphene. The rock is 
enriched in tabular or skeletal ilmenite.  ( Horera, Kuji City )

2. Porphyritic clinopyroxene gabbro  ( Small dike on the west of Hiraniwa mass )
   Metasomatizm by zoisite, chlorite and pale-green amphibole is remarkable. Clinopyroxene is preferentially exchanged by pale-green 
amphibole and looks like a sector-zoned pyroxene.  Many skeletal grains of ilmenite are  recognized.  ( 3.5 km south-south-west of 
Tobetudake, Kuzumaki Town)

3. Hornblende andesite tuff breccia 
   In the fine-grained matrix, fragments of hornblende, clinopyroxene, orthopyroxene and magnetite, and andesite rubbles are recognized.
( 600m west of Myojindake, Yamagata Village)
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第Ⅰ図版
Plate Ⅰ
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第Ⅱ図版
Plate Ⅱ
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北部北上山地，「陸中関」地域の貫入岩類（久保）

第Ⅲ図版
Plate Ⅲ


